
  

 

シヴァ・パンチャークシャラ・ストートラム 

 

第１節 

nageN∂haray i`locnay wSmaöragay mhe˛ray| 
inTyay xu›ay idgMbray tSmE nkaray nmÚ ixvay£ 

 

蛇の王であるナーゲーンドゥラを首に巻き、 

三つの目を持ち、神聖な灰で身を飾る神、 

純粋なる者、大空を装束としてまとう永遠の神、そのシヴァ神に敬意を。 

音節「ナ」の形を取るシヴァ神に、私は敬意をささげる。 

 

 

第２節 

mNdaiknIsillcNdncicRtay nNdI˛rπm&na&mhe˛ray| 
mNdarpuZpbhupuZpsupUijtay tSmE mkaray nmÚ ixvay£ 

 

ガンジス川の水とビャクダンの練り香で身を飾り、 

聖なる雄牛、ナンディの王であり、 

従者はプラマタである。 

マンダーラの木の花を含む 

無数の花々で崇拝されている、シヴァ神に敬意を。 

音節「マ」の形を取ったシヴァ神に、私は敬意をささげる。 

 

 



  

第３節 

ixvay gOrIvdnaBjv_Nd-sUyaRy d<aÎvrnaxkay| 
HInIlk^@ay v_zÎvjay tSmE ixkaray nmÚ ixvay£ 

 

ハスの庭のようなガウリーの花の光輝く顔を作る太陽であり、 

ダクシャの犠牲の破壊者、 

旗には雄牛の紋章を有し、 

光輝く青い喉を持つ、シヴァ神に敬意を。 

音節「シ」の形を取ったシヴァ神に、私は敬意をささげる。 

 

 

第４節 

vis¸küMwoflvgOtmayR-munIN∂devaicRtxeqray| 
cN∂ak®vE˛anrlocnay tSmE vkaray nmÚ ixvay£ 

 

インドラ神とその他の神々、および高貴な賢人ヴァシシュタ、アガステャ、 

そしてガウタマに崇拝され、 

その目は太陽、月、そして炎である、 

神々の中の神に敬意を。 

音節「ヴァ」の形を取ったシヴァ神に、私は敬意をささげる。 

 

 

第５節 

y<Sv:pay j!aDray ipnakhStay snatnay| 
idVyay devay idgMbray tSmE ykaray nmÚ ixvay£ 

 



  

ヤクシャの姿を取り、 

その髪は長く波打ち、手には三叉（さんさ）の矛を握る神、 

大空を身にまとった永遠で神聖なる者に、敬意を。 

音節「ヤ」の形を取ったシヴァ神に、私は敬意をささげる。 

 

 

第６節 

pÏa<rimd= pu^y= yÚ p@eiC+vsi˜DO| 
ixvlokmvaPnoit ixven sh modte£ 

 

シヴァ神の前で、この称賛すべき５音節のマントラを唱える者は、 

自らの王国に到達し、そこで神と共に大いに喜ぶだろう。 
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